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古
書
の
た
の
し
み
(
令
和
四
年
八
月
) 

 
 

 
 

土
屋 

博 

 

「
新
編
紫
史 

一
名
通
俗
源
氏
物
語 

巻
三
下
、
巻
四
下
」
増
田
于
信
著 

(
誠
之
堂
伊
藤
岩
治
郎
、
明
治
廿
三
年
刊
) 

古
書
價
格
各
二
百
圓
也
。
和
綴
。
極
め
て
状
態
の
良
き
端
本
な
り
。
巻
三
下
に
は
十
四
帖
澪
標
よ
り
十
八

帖
松
風
ま
で
を
、
巻
四
下
に
は
廿
二
帖
玉
鬘
よ
り
廿
四
帖
胡
蝶
ま
で
を
収
録
す
。
國
學
者
増
田
于
信
(
ゆ

き
の
ぶ
)
は
文
久
二
年
生
れ
、
宮
内
省
御
用
掛
。
國
學
者
本
居
豊
穎
(
と
よ
か
い
)
の
養
子
と
な
る
も
離

縁
、
子
息
に
作
曲
家
本
居
⾧
世
あ
り
。 

 

「
國
文
學
史
教
科
書 

全
」
芳
賀
矢
一
閲
、
鈴
木
暢
幸
著 

(
合
資
會
社
冨
山
房
、
明
治
三
十
七
年
訂
正
三
版
、
一
一
六
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
三
十
六
年
。
和
綴
。
古
今
集
に
つ
い
て
は
、「
賀
茂
真
淵
翁
が
萬
葉

集
は
男
ら
し
く
古
今
集
は
女
ら
し
と
評
し
た
る
に
た
が
は
ず
、
想
に
於
て
も
詞
に
於
て
も
両
者
著
し
き
相

違
あ
り
」
と
。
ま
た
、
伊
勢
物
語
に
つ
い
て
は
、「
竹
取
は
文
章
を
主
と
し
、
伊
勢
は
歌
を
主
と
す
。
何

人
か
業
平
自
身
の
記
述
に
筆
を
加
へ
た
る
も
の
な
る
べ
し
」
と
。
紫
式
部
に
つ
い
て
は
、「
幼
に
し
て
總

敏
、
兄
惟
規
の
史
記
を
誦
す
る
を
き
ゝ
兄
に
先
ん
じ
て
之
を
そ
ら
ん
ぜ
し
か
ば
、
父
此
の
子
の
男
な
ら
ざ

り
し
を
惜
み
き
と
云
ふ
」
と
。 

 

「
新
註
古
今
和
歌
集
講
義 

上
下
」
増
田
于
信
先
生
・
生
田
目
経
徳
先
生
講
述 

(
東
京
書
肆
誠
之
堂
、
明
治
卅
八
年
六
版
、
正
價
金
六
拾
錢
、
計
四
四
三
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
。
和
綴
。
初
版
は
明
治
三
十
年
。「
諸
家
の
注
書
ど
も
あ
ま
た
出
で
た
れ
ど
、
い
づ
れ
も

四
書
の
外
に
出
で
ず
」
と
。
四
書
と
は
、
契
沖
阿
闍
梨
古
今
餘
材
抄
、
賀
茂
真
淵
翁
古
今
和
歌
集
打
聴
、

本
居
宣
⾧
古
今
集
遠
鏡
、
香
川
景
樹
古
今
集
正
義
、
之
な
り
。 

 

「
古
今
和
歌
集
評
釋
」
金
子
元
臣
著 

(
明
治
書
院
、
大
正
五
年
七
版
、
定
價
金
貳
圓
八
拾
錢
、
本
文
一
〇
〇
六
頁
) 

古
書
價
格
三
百
三
十
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
一
年
。
金
子
元
臣
は
明
治
元
年
生
れ
、
昭
和
十
九
年
歿
の

國
文
學
者
、
歌
人
。
國
學
院
大
學
、
慶
應
大
學
教
授
を
歴
任
。
賀
茂
真
淵
曰
く
、「
今
、
そ
の
調
の
さ
ま

を
見
る
に
、
大
和
國
は
丈
夫
國
に
し
て
、
古
は
女
も
ま
す
ら
を
に
倣
へ
り
。
か
れ
、
萬
葉
の
振
は
、
す
べ

て
ま
す
ら
を
の
手
振
な
り
。
か
れ
古
今
歌
集
の
歌
は
手
弱
女
の
姿
な
り
」
と
。 

 

「
百
人
一
首
評
釋 

全
」
金
子
元
臣
・
柴
山
啓
一
郎
合
著 

(
明
治
書
院
、
大
正
七
年
九
版
、
定
價
金
四
拾
錢
、
一
二
六
頁
) 
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古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
三
十
三
年
。
最
後
の
順
徳
院
「
百
し
き
や
ふ
る
き
軒
端
を
し
の
ぶ
に

も
な
ほ
あ
ま
り
あ
る
昔
な
り
け
り
」
の
意
は
、「
禁
裏
の
軒
端
に
忍
ぶ
草
が
生
ふ
る
ま
で
衰
へ
た
る
世
な

れ
ば
、
昔
の
帝
室
の
盛
な
る
事
を
思
ひ
慕
う
て
も
慕
ひ
切
れ
ず
し
て
、
ヤ
ハ
り
慕
ふ
に
餘
り
あ
る
昔
で
あ

る
ワ
イ
、
と
な
り
」
と
。 

 

「
名
著
國
文
選 

全
」
佐
藤
正
範
編 

(
山
海
堂
、
大
正
十
年
刊
、
定
價
金
四
拾
錢
、
一
七
〇
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
大
正
十
一
年
一
月
文
部
省
検
定
済
の
教
科
書
な
り
。
目
次
は
以
下
の
如
し
。
取
り

纏
め
の
仕
方
、
興
味
深
し
。 

第
一
類
随
筆
類
(
年
々
随
筆
、
徒
然
草
) 

第
二
類
家
集
類
(
鈴
屋
集
、
松
屋
文
集
) 

第
三
類
歴
史
類
(
神
皇
正
統
記
、
増
鏡
) 

第
四
類
軍
記
類
(
太
平
記
、
平
家
物
語
) 

第
五
類
紀
行
類
(
奥
の
細
道
、
東
關
紀
行
) 

第
六
類
現
代
文
類
(
樗
牛
全
集
、
東
圃
遺
稿
) 

 

「
名
著
漢
文
選 

全
」
佐
藤
正
範
編 

(
山
海
堂
、
大
正
十
年
刊
、
定
價
金
四
拾
錢
、
一
六
二
頁
) 

古
書
價
格
三
百
五
拾
圓
也
。
目
次
は
以
下
の
如
し
。
日
本
と
中
国
の
著
者
の
對
應
関
係
に
注
目
す
べ
し
。 

第
一
類
教
訓
類
(
貝
原
益
軒
慎
思
録
、
朱
子
近
思
録
) 

第
二
類
史
談
類
(
大
槻
清
崇
近
古
史
談
、
蒙
求
) 

第
三
類
歴
史
類
(
頼
山
陽
日
本
政
記
、
史
記
) 

第
四
類
紀
行
類
(
桟
雲
峡
兩
日
記
、
入
蜀
記
) 

第
五
類
文
章
類
(
日
本
文
章
規
範
、
唐
宋
八
家
文
) 

 

「
李
太
白
詩
集 

上
中
下
」
久
保
天
隨
譯
解 

(
國
民
文
庫
刊
行
會
、
昭
和
四
年
再
版
、
非
賣
品
、
八
一
四
頁
＋
八
二
六
頁
＋
八
二
八
頁
) 

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。
天
金
。
天
隨
曰
く
、「
庶
幾
う
は
く
は
以
て
太
白
集
の
定
本
と
為
す
に
足
ら
む

か
」
と
。
久
保
天
隨
は
東
京
帝
大
漢
文
科
卒
、
台
北
帝
大
教
授
。
明
治
八
年
生
れ
、
昭
和
九
年
台
湾
に
て

落
雷
の
爲
逝
去
。 

 

「
萬
葉
集
新
講
」
文
學
士
次
田
潤
著 

(
成
美
堂
、
昭
和
六
年
改
訂
十
版
、
定
價
金
六
圓
五
拾
錢
、
本
文
六
六
一
頁
) 

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
十
年
。
芳
賀
矢
一
、
序
文
に
曰
く
、「
と
に
か
く
、
萬
葉
集
は

将
来
幾
千
万
年
の
後
ま
で
も
日
本
人
の
讀
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
、
永
世
不
朽
の
寶
物
で
あ
る
」
と
。

次
田
潤
は
明
治
十
七
年
生
れ
、
昭
和
四
十
一
年
歿
。
東
京
帝
大
卒
業
。
神
宮
皇
學
館
、
七
高
、
學
習
院
、
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一
高
の
教
授
を
歴
任
す
。
大
海
人
皇
子
の
「
紫
の
に
ほ
へ
る
妹
を
に
く
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
こ
ひ

め
や
も
」
の
通
釋
は
、「
紫
草
の
色
の
や
う
に
美
し
い
御
身
を
に
く
い
人
だ
と
思
ふ
な
ら
ば
、
人
妻
と
定

つ
て
ゐ
る
御
身
で
あ
る
の
を
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
慕
ふ
も
の
か
」
と
。 

 

「
新
修 

萬
葉
集
評
釋
」
山
路
光
顕
著 

(
荘
文
社
、
昭
和
十
年
四
版
、
定
價
金
参
圓
五
拾
錢
、
六
四
八
頁
) 

古
書
價
格
九
百
八
拾
圓
也
。
初
版
は
昭
和
八
年
。
五
十
音
索
引
も
あ
り
て
便
利
な
れ
ば
、
二
度
目
の
購
入

と
は
な
れ
り
。
大
海
人
皇
子
の
「
紫
の
に
ほ
へ
る
妹
を
に
く
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
こ
ひ
め
や
も
」

の
通
釋
は
、「
さ
う
さ
う
お
咎
め
な
さ
い
ま
す
な
。
紫
草
の
匂
う
て
ゐ
る
や
う
に
美
し
い
あ
な
た
を
に
く

く
思
う
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
人
妻
で
ゐ
ら
つ
し
Ỷ
る
も
の
を
、
ど
う
し
て
か
う
戀
ひ
慕
ひ
ま
せ
う
か
。

一
方
な
ら
ず
い
と
し
く
思
へ
ば
こ
そ
袖
を
振
つ
た
り
す
る
の
で
す
」
と
。 

 

「
四
書
新
釋 

大
學
」
東
京
文
理
科
大
學
助
教
授
内
野
台
嶺 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
大
學
は
、
孟
子
と
同
様
に
、
人
間
は
生
れ
な
が
ら
に
仁
義
禮
智
と
い
ふ
本
然
の
性

を
付
与
せ
ら
る
と
説
く
。 

 

「
古
事
記
新
講
」
次
田
潤
著 

(
明
治
書
院
、
昭
和
十
二
年
二
十
五
版
、
定
價
金
五
圓
) 

古
書
價
格
六
百
五
拾
圓
也
。
同
じ
著
者
の
「
萬
葉
集
新
講
」
と
同
様
の
研
究
方
法
を
踏
ま
へ
た
る
も
、
更

に
著
者
の
佐
賀
高
校
、
次
い
で
鹿
児
島
七
高
に
奉
職
し
た
る
間
の
上
古
史
に
関
係
す
る
遺
蹟
の
踏
破
も
本

書
に
反
映
せ
ら
れ
た
る
由
。
二
十
五
版
は
か
な
り
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ổ
な
り
。 

 

「
大
學
・
中
庸
」
東
京
帝
國
大
學
名
誉
教
授
宇
野
哲
人
校
訂 

(
東
京
開
成
館
、
昭
和
十
六
年
刊
、
定
價
金
四
十
五
錢
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
和
綴
。
教
科
書
、
書
き
込
み
あ
り
。 

 

「
折
口
信
夫
全
集 

第
四
巻
、
第
五
巻 

口
訳
萬
葉
集
上
下
」 

(
中
公
文
庫
、
昭
和
五
十
年
刊
、
五
六
六
頁
＋
五
一
〇
頁
) 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
物
で
あ
る
。
故
に
著
者
は
未
熟
の
書
と
し
て
早
く
絶
版
に
附
し
、
幾
度
か
自
ら
改

譯
を
企
て
た
が
、
遂
に
完
成
を
見
な
か
つ
た
」
と
。
大
海
人
皇
子
の
歌
の
譯
は
、「
ほ
れ
ぼ
れ
と
す
る
や

う
な
い
と
し
い
人
だ
。
そ
の
お
前
が
憎
い
く
ら
ゐ
な
ら
、
既
に
人
妻
で
あ
る
の
に
、
そ
の
お
前
の
爲
に
、

ど
う
し
て
私
が
、
こ
ん
な
に
焦
れ
て
ゐ
る
も
の
か
」
と
。 

 

「
契
沖
筆 

古
今
和
歌
集
」 

(
鶴
見
大
學
復
刻
、
昭
和
六
十
一
年
刊
、 
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古
書
價
格
五
百
圓
也
。
鶴
見
大
學
新
図
書
館
竣
工
記
念
出
版
物
。
契
沖
と
い
へ
ば
市
川
浩
先
生
を
思
ひ
浮

か
べ
つ
つ
、
直
ち
に
購
入
す
。
池
田
利
夫
氏
の
解
説
に
よ
ら
ば
、
書
寫
の
時
期
は
天
和
、
貞
享
の
頃
と
推

察
せ
ら
る
。 

 

「
梗
概
源
氏
物
語
」
与
謝
野
晶
子
著 

(
武
蔵
野
書
院
、
平
成
五
年
刊
、
定
價
三
千
圓
、
一
四
二
頁
＋
活
字
翻
刻
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
鶴
見
大
學
の
所
有
す
る
与
謝
野
晶
子
直
筆
四
百
字
詰
原
稿
七
十
枚
を
写
真
製
版
し

た
る
も
の
、
巻
末
に
は
五
色
紙
活
字
翻
刻
も
附
す
。
梗
概
を
語
る
に
与
謝
野
晶
子
ほ
ど
相
応
し
き
人
物
無

く
、
そ
の
筆
跡
に
接
し
つ
つ
、
贅
沢
な
る
氣
分
を
味
は
ふ
こ
と
を
得
。
晶
子
自
身
に
よ
る
ル
ビ
附
き
な
る

も
嬉
し
。「
光
源
氏
と
は
第
一
の
巻
桐
壺
に
今
上
と
申
し
て
あ
る
帝
の
第
二
皇
子
で
あ
る
。」
に
始
ま
る
。

平
成
五
年
二
月
二
十
三
日
の
朝
日
新
聞
夕
刊
は
源
氏
物
語
の
「
超
早
わ
か
り
」
と
絶
賛
せ
し
と
ぞ
。
苟
も

源
氏
物
語
を
學
ば
ん
と
す
る
者
に
と
り
て
は
、
注
目
さ
れ
て
然
る
べ
き
、
稀
に
見
る
美
し
き
書
と
覚
ゆ
。 

 
 「

對
譯 

萬
葉
戀
歌 

Love Songs from
 the M

anyoshu
」 

(
講
談
社
イ
ン
タ
ổ
ナ
シ
ἂ
ナ
ル
、
平
成
十
二
年
刊
、
定
價
二
千
圓
＋
税
、
一
六
七
頁
) 

額
田
王
「
あ
か
ね
さ
す
」
よ
り
讀
人
不
詳
の
「
あ
し
ひ
き
の
山
椿
咲
く
八
つ
峰
越
え
鹿
待
つ
君
が
斎
ひ
妻

か
も
」
ま
で
三
十
五
首
の
秀
歌
を
大
岡
信
が
解
説
し
、
リ
ổ
ビ
英
雄
の
英
譯
、
宮
田
雅
之
の
切
り
絵
を
附

す
。 

 

「
萬
葉
の
艶 

M
anyo Luster

」 

(
パ
イ
イ
ン
タ
ổ
ナ
シ
ἂ
ナ
ル
、
平
成
二
十
六
年
刊
、
定
價
千
九
百
圓
＋
税
) 

一
番
雄
略
天
皇
「
籠
も
よ
み
籠
持
ち
」
よ
り
四
千
五
百
十
六
番
大
伴
家
持
「
新
し
き
年
の
始
の
初
春
の
今

日
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事
」
ま
で
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ổ
な
り
。
リ
ổ
ビ
英
雄
の
英
譯
に
、
中
西
進
の
現
代

語
訳
本
文
、
井
上
博
道
の
寫
眞
を
附
す
。 

 

「
日
本
文
學
全
集 

第
二
巻 

口
譯
萬
葉
集
ほ
か
」 

(
河
出
書
房
新
社
、
平
成
二
十
七
年
刊
、
定
價
二
千
六
百
圓
＋
税
、
四
三
七
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
池
澤
夏
樹
個
人
編
輯
の
日
本
文
學
全
集
よ
り
。
池
澤
の
解
説
よ
り
、「
折
口
信
夫
は

若
い
時
に
金
策
の
手
段
と
し
て
萬
葉
集
の
現
代
語
譯
を
思
ひ
立
つ
た
。
こ
と
は
急
を
要
す
る
か
ら
自
分
の

手
で
書
く
の
で
は
な
く
口
述
筆
記
す
る
と
決
め
、
歳
下
の
友
人
三
名
を
動
員
し
て
三
ἅ
月
で
四
千
五
百
首

ほ
ど
を
譯
し
終
へ
た
」
と
。
こ
こ
に
は
二
百
三
首
の
み
を
収
録
し
、
折
口
信
夫
本
人
の
改
稿
分
を
含
む
。 

(
令
和
四
年
九
月
六
日
受
附
) 

   


